
現代文（作者・作品一覧） 問題総覧／問題データベース（平成29-31） 明治書院

No 作者 作品 大学 年度（平成）
1 青沼　智 言語コミュニケーション　レトリックのカノンとメディアとしてのことば 千葉 31
2 青山　七恵 かけら 千葉 31
3 芥川　龍之介 戯作三昧 神戸親和女子 29
4 浅田　次郎 角筈にて 岡山 31
5 芦原　義信 街並みの美学 東京女子 29
6 東　浩紀 ゲンロン0　観光客の哲学 成蹊 30
7 東　浩紀 ゲンロン0　観光客の哲学 早稲田 30
8 尼ヶ崎　彬 ダンス・クリティーク　舞踊の現在／舞踊の身体 防衛大学校 30
9 安藤　宏 「私」をつくる　近代小説の試み 京都 29

10 池内　紀 異国を楽しむ 京都女子 31
11 池内　了 科学・技術と現代社会（上） 関西学院 29
12 池内　了 本の棲み分け 法政 31
13 池上　俊一 音と声から立ち現れる新たな歴史像 名古屋 30
14 いしい　しんじ ぶらんこ乗り 東北 29
15 石黒　圭 語彙力を鍛える　量と質を高めるトレーニング 熊本 30
16 石黒　浩 アンドロイドと人間の未来 早稲田 29
17 石田　英一郎 桃太郎の母／日本書紀〈雄略紀〉〈推古紀〉 早稲田 29
18 石原　千秋 近代という教養　文学が背負った課題 防衛 30
19 石原　千秋 漱石と三人の読者 立命館 30
20 石牟礼　道子 波と樹の語ること 熊本 29
21 石牟礼　道子 水はみどろの宮 琉球 31
22 伊勢田　哲治 疑似科学と科学の哲学 福岡 30
23 市村　弘正 増補　小さなものの諸形態 國學院 30
24 井筒　俊彦 人間存在の現在的状況と東洋哲学 成蹊 29
25 井筒　俊彦 意味の深みへ　東洋哲学の水位 成城 30
26 井手口　彰典 童謡の百年　なぜ「ふるさと」になったのか 日本女子 31
27 井手口　彰典 童謡の百年　なぜ「ふるさと」になったのか 法政 31
28 伊藤　公一朗 データ分析の力　因果関係に迫る思考法 東京理科 31
29 伊藤　静雄／大江　健三郎 鶯（一老人の詩）／火をめぐらす鳥 熊本 31
30 伊藤　整 生物祭 広島 30
31 伊藤　整 近代日本における「愛」の虚偽 近畿 30
32 伊藤　徹 芸術家たちの精神史 東京 29
33 伊藤　野枝 転機 聖心女子 30
34 稲田　利徳 人が走るとき―古典のなかの日本人と言葉 青山学院 29
35 稲田　利徳 人が走るとき―古典のなかの日本人と言葉 福岡 29
36 稲葉　振一郎 政治の理論　リベラルな共和主義のために 早稲田 30
37 井上　健 序にかえて―翻訳文学への視界― 青山学院 29
38 井上　健／二葉亭　四迷 文豪の翻訳力／余が翻訳の標準 早稲田 29
39 井上　荒野 キュウリいろいろ センター 30
40 猪木　武徳 自由の思想史――市場とデモクラシーは擁護できるか 明治 29
41 猪木　武徳 自由の条件　スミス・トクヴィル・福澤諭吉の思想的系譜 大阪 30
42 猪木　武徳 経済学に何ができるか　文明社会の制度的枠組み 東京理科 30
43 猪木　武徳 自由の思想史――市場とデモクラシーは擁護できるか 早稲田 30
44 猪熊　弦一郎 みつちやん 信州 29
45 伊福部　昭 音楽入門 東海 29
46 井伏　鱒二 鯉 防衛医科 29
47 今井　むつみ 学びとは何か――〈探求人〉になるために 首都大学東京 29
48 今井　むつみ 学びとは何か――〈探求人〉になるために 千葉 29
49 今井　むつみ ことばと思考 東京学芸 29
50 今津　孝次郎 グローバル文化としての現代文化 関西 30
51 今道　友信 美について 清泉女子 31
52 今村　仁司 交易する人間（ホモ・コムニカンス）　贈与と交換の人間学 東洋 31
53 入不二　基義 足の裏に影はあるか？　ないか？　哲学随想 東北 30
54 岩田　温 人種差別から読み解く大東亜戦争 聖心女子 30
55 岩田　慶治 音・時・言葉 東北 31
56 岩田　健太郎 「患者様」が医療を壊す 早稲田 29
57 上田　薫 人が人に教えるとは　21世紀のあなたに変革を求める 九州 31
58 内田　義彦 読書と社会科学 九州 30
59 宇野　邦一 反歴史論 立教 30
60 宇野　常寛 日本文化の論点 関西 31
61 梅棹　忠夫 美意識と神さま 國學院 31
62 梅崎　春生 防波堤 愛知 30
63 榎本　博明 「やさしさ」過剰社会　人を傷つけてはいけないのか 信州 30
64 榎本　博明 〈ほんとうの自分〉のつくり方――自己物語の心理学 東海 31
65 遠藤　周作 狐狸庵読書術 立教 31
66 大浦　康介 対面的〈見つめ合い〉の人間学 静岡 30
67 大岡　昇平 暗号手 香川 29
68 大岡　昇平 歩哨の眼について 明治学院 30
69 大岡　昇平 父 宇都宮 31
70 大久保　賢 演奏行為論　ピアニストの流儀 同志社 31
71 大澤　真幸 不可能性の時代 成蹊 31
72 大澤　真幸 〈不気味なもの〉の政治学 早稲田 31
73 大庭　みな子 女の男性論 九州 29
74 大庭　みな子 啼く鳥の 中京 30
75 大貫　隆史／河野　真太郎／川端　康雄 文化と社会を読む　批評キーワード辞典 法政 31
76 大沼　保昭 人権、国家、文明　普遍主義的人権観から文際的人権観へ 慶應義塾 31
77 大森　荘蔵 思考と論理 日本 31
78 大屋　雄裕 自由か、さもなくば幸福か？　二一世紀の〈あり得べき社会〉を問う 信州 31
79 岡野　八代 フェミニズムの政治学　ケアの倫理をグローバル社会へ 早稲田 30
80 小川　さやか 「その日暮らし」の人類学　もう一つの資本主義経 慶應義塾 29
81 小川　剛生 武士はなぜ歌を詠むか 日本女子 29
82 小川　洋子 失踪者たちの王国 岡山 29
83 小川　洋子 ことり 東北 31
84 荻上　チキ すべての新聞は「偏って」いる　ホンネと数字のメディア論 聖心女子 31
85 奥野　克巳 ありがとうもごめんなさいもいらない森の民と暮らして人類学者が考えたこと 名古屋 31
86 小熊　英二 社会を変えるには 成城 30
87 長田　　攻一 対人コミュニケーションの社会学 東京女子 29
88 小塩　隆士 18歳からの社会保障読本――不安のなかの幸せをさがして 法政 30
89 織田　道代 言葉の行儀 首都大学東京 31
90 小野　正弘 感じる言葉　オノマトペ 愛知学院 29
91 香川　雅信 江戸の妖怪革命 北海道 29
92 角幡　唯介 新・冒険論 法政 31
93 梶　茂樹 無文字社会のことばと知恵――アフリカ社会における文化の伝承 愛知学院 30
94 梶井　基次郎 筧の話 西南学院 30
95 梶井　基次郎 城のある町にて 清泉女子 31
96 柏木　博 視覚の生命力――イメージの復権 早稲田 31
97 柏原　兵三 長い道 大阪 31
98 片岡　龍峰 宇宙災害　太陽と共に生きるということ 高崎経済 30
99 加藤　重広 日本人も悩む日本語　ことばの誤用はなぜ生まれるのか？ 立教 30

100 加藤　周一 60年前東京の夜 明治 30
101 加藤　周一 日本文学史序説　上 上智 31
102 加藤　周一／西　周 明治初期の文体／百一新論 早稲田 31
103 加藤　尚武 脳死・クローン・遺伝子治療　バイオエシックスの練習問題 防衛 31
104 加藤　尚武 環境倫理学のすすめ 神奈川 30
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105 加藤　秀俊 社会学　わたしと世間 青山学院 31
106 金森　修 知識の政治学―〈真理の生産〉はいかにして行われるのか 北海道 29
107 金森　修 科学思想史の哲学 京都 31
108 金子　光晴 どくろ杯 東海 30
109 亀田　達也 モラルの起源――実験社会からの問い 慶應義塾 30
110 亀山　郁夫 人生の終わりの「一曲」 広島 29
111 萱野　稔人 権力の読み方～状況と理論 早稲田 29
112 唐沢　かおり 心はいかに自己と他者をつなぐのか 青山学院 29
113 柄谷　行人 意味という病 上智 30
114 柄谷　行人 内面への道と外面への道 上智 30
115 柄谷　行人 探求Ⅰ 早稲田 31
116 河崎　吉紀 想像の読者共同体 早稲田 29
117 上林　暁 花の精 センター 31
118 菊池　寛 身投げ救助業 関西学院 31
119 菊村　到 きれいな手 聖心女子 31
120 木田　元／須田　朗 基礎講座　哲学 早稲田 29
121 北　杜夫 少年 東北 30
122 北原　靖子／渡辺　千歳 ヒトらしさとは何か　ヴァーチャルリアリティ時代の心理学 九州 29
123 貴戸　理恵 「コミュ障」の社会学 神奈川 31
124 宜野座　菜央見 モダン・ライフと戦争――スクリーンのなかの女性たち 法政 29
125 木下　順二 日本人の思想 早稲田 30
126 紀平　知樹 知識の委譲とリスク社会 一橋 30
127 串田　孫一 山村の秋 京都 29
128 串田　孫一 動物との対話 東京 30
129 国木田　独歩 武蔵野 早稲田 31
130 国谷　裕子 ポスト真実時代のジャーナリズムの役割 静岡 31
131 国谷　裕子 ポスト真実時代のジャーナリズムの役割 熊本 31
132 久保　明教 非人間の生成 早稲田 30
133 久保　昭博 ポスト・トゥルースあるいは現代フィクションの条件 神戸 30
134 幸田　文 藤 筑波 29
135 幸田　文 藤 東京 29
136 國分　功一郎 中動態の世界――意志と責任の考古学 慶應義塾 30
137 國分　功一郎 中動態の世界――意志と責任の考古学 東海 30
138 國分　功一郎 暇と退屈の倫理学 上智 31
139 小浜　逸郎 大人への条件 東京女子 30
140 小林　隆／澤村　美幸 ものの言い方西東 信州 29
141 小林　傳司 科学コミュニケーション――専門家と素人の対話は可能か センター 29
142 近藤　祐 〈狭さ〉の美学 同志社 30
143 西郷　信綱 古事記注釈　第一巻 京都 29
144 西郷　信綱 古代人と夢／蜻蛉日記／過去現在因果経 早稲田 30
145 齋藤　純一 不平等を考える――政治理論入門 埼玉 30
146 斎藤　環 家族の痕跡　いちばん最後に残るもの 近畿 30
147 斎藤　環 AIが決して人間を超えられない理由 埼玉 30
148 佐伯　啓思 市民とは誰か　戦後民主主義を問いなおす 信州 29
149 佐伯　啓思 さらば、民主主義　憲法と日本社会を問いなおす 成蹊 30
150 酒井　紀美 夢の「意味」の変遷 同志社 30
151 酒井　邦喜 科学者という仕事　独創性はどのように生まれるか 成蹊 30
152 酒井　健 バタイユ　そのパトスとタナトス 中央 31
153 坂口　安吾 日本文化私観 成城 29
154 坂口　安吾 茶番に寄せて 早稲田 29
155 阪本　俊生 ポスト・プライバシー 学習院 30
156 相良　亨 日本人の心 早稲田 31
157 佐々木　敦 例外小説論　「事件」としての小説 早稲田 29
158 笹原　宏之 訓読みのはなし　漢字文化圏の中の日本語 日本 29
159 佐藤　健二 ケータイ化する日本語　モバイル時代の〝感じる〟〝伝える〟〝考える〟 筑波 31
160 サトウ　タツヤ 心理学の名著30 京都女子 29
161 佐藤　信夫 レトリックの記号論 愛知学院 31
162 佐藤　弘夫 死者のゆくえ 筑波 30
163 澤井　敦 「第二の近代化」と液状不安―「個人化」の何が新しいのか 埼玉 29
164 澤野　雅樹 絶滅の地球史 学習院 30
165 椹木　野衣 美術　祝祭、狂乱、共闘、流転 東海 31
166 塩野谷　祐一 エッセー　正・徳・善 一橋 29
167 志賀　泉 私のいない椅子 長崎 30
168 重松　清 気をつけ、礼。 三重 30
169 重松　清 みぞれ 京都産業 31
170 澁澤　龍彦 石川淳と坂口安吾　あるいは道化の宿命について 上智 29
171 島尾　敏雄 魚雷艇学生 大阪 29
172 島崎　藤村 分配 香川 30
173 島田　雅彦 今日のヒューマニズム 学習院 31
174 志水　辰夫 きのうの空 同志社女子 31
175 清水　良典 あらゆる小説は模倣である。 駒澤 30
176 下條　信輔 ブラックボックス化する現代――変容する潜在認知 専修 31
177 周東　美材 童謡の近代――メディアの変容と子ども文化 弘前 29
178 白川　俊介 ナショナルな境界線はいかなる規範的意義を有するか　人の移動とリベラル・ディストピア 学習院 31
179 菅　香子 共同体のかたち　イメージと人々の存在をめぐって 千葉 30
180 菅　香子 共同体のかたち　イメージと人々の存在をめぐって 広島 30
181 菅　香子 共同体のかたち　イメージと人々の存在をめぐって 早稲田 31
182 菅谷　奈緒 『誰もが芸術家』というディストピア 早稲田 31
183 菅原　和孝 ことばと身体　「言語の手前」の人類学 成城 31
184 杉田　敦 境界線の政治学 國學院 29
185 杉本　秀太郎 大文字 筑波 31
186 鈴木　謙介 ウェブ社会のゆくえ　〈多孔化〉した現実のなかで 早稲田 30
187 鈴木　紀之 すごい進化 岡山 30
188 鈴木　一誌 ゲームの規則 早稲田 30
189 鈴木　理策 見ることとうつすこと 早稲田 29
190 芹沢　俊介 家族という意志――よるべなき時代を生きる 明治 31
191 仙田　満 こどもを育む環境　蝕む環境 高崎経済 31
192 高階　秀爾 芸術空間の系譜 東北 29
193 高田　宏 ことばの処方箋 成城 29
194 高橋　勝 経験のメタモルフォーゼ　〈自己変成〉の教育人間学 國學院 31
195 多木　浩二 スポーツを考える――身体・資本・ナショナリズム 明治 30
196 多木　浩二 眼の隠喩　視線の現象学 早稲田 30
197 竹内　整一 ありてなければ――「無常」の日本精神史 大阪 29
198 竹内　万里子 沈黙とイメージ―写真をめぐるエッセイ 近畿 31
199 竹田　青爾 「自分」を生きるための思想入門―人生は欲望ゲームの舞台である 熊本 29
200 竹田　青爾 エロスの現象学 中央 30
201 武田　泰淳 異形の者 清泉女子 30
202 竹中　亨 明治のワーグナー・ブーム　近代日本の音楽移転 駒澤 29
203 竹西　寛子 神馬 信州 30
204 竹西　寬子 「あはれ」から「もののあはれ」へ 法政 30
205 武満　徹 樹の鏡、草原の鏡 日本女子 30
206 田中　仙堂 岡倉天心「茶の本」を読む 早稲田 30
207 谷口　忠大 人工知能は言語を獲得できるか 関西学院 30
208 谷崎　潤一郎 小さな王国 宇都宮 30
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209 玉岡　かおる ひこばえに咲く 佛教 30
210 多和田　葉子 カタコトのうわごと 早稲田 30
211 丹治　愛 神を殺した男 早稲田 29
212 旦部　幸弘 コーヒーの科学 高崎経済 29
213 千葉　俊二 文学のなかの科学　なぜ飛行機は「僕」の上を通ったのか 北海道 31
214 千葉　学 人の集まりをデザインする 関西学院 29
215 坪井　秀人 性が語る　二〇世紀日本文学の性と身体 早稲田 29
216 鶴見　俊輔 戸坂潤――獄死した哲学者 早稲田 29
217 鶴見　太郎 日常からの挑戦 早稲田 31
218 徳田　秋声 あらくれ 西南学院 31
219 戸坂　潤 思想としての文学 立命館 30
220 ドナルド・キーン／篠田　一士 日本文学散歩 日本女子 30
221 富岡　多恵子 兎のさかだち 立命館 31
222 富永　茂樹 書物の近代 立教 29
223 土門　拳 死ぬことと生きること 九州 30
224 直江　清隆 技術観のゆらぎと技術をめぐる倫理 早稲田 30
225 中井　久夫 戦争と平和　ある観察 中央 30
226 中井　久夫 いじめの政治学 法政 31
227 永井　均 〈私〉の存在の比類なさ 九州 31
228 中島　隆信 親切のコスト「見える化」を 学習院 30
229 長嶋　有 十時間 佛教 29
230 中島　義道 不在の哲学 お茶の水女子 29
231 中島　義道 非社交的社交性　大人になるということ 立教 29
232 永田　和宏 あの午後の椅子 静岡 29
233 永田　和宏 生命の内と外 明治 30
234 なかにし　礼 歌謡曲から「昭和」を読む 立命館 29
235 中野　剛志 富国と強兵　地政経済学序説 早稲田 30
236 仲正　昌樹 いまを生きるための思想キーワード 近畿 29
237 仲正　昌樹 いまを生きるための思想キーワード 筑波 29
238 中村　明 たのしい日本語学入門 東京女子 30
239 中村　桂子 科学者が人間であること 大阪 31
240 中村　高康 暴走する能力主義――教育と現実社会の病理 慶應義塾 31
241 中村　美知夫 動物は「他者」か、あるいは動物に「他者」はいるのか？ 関西学院 30
242 中屋敷　均 科学と非科学のはざまで 東京 31
243 中山　元 アレント入門 中央 30
244 なだ　いなだ 人間、この非人間的なもの 一橋 31
245 波平　恵美子 日本人の死のかたち――伝統儀礼から靖国まで 法政 29
246 西谷　修 離脱と移動 早稲田 29
247 西部　邁 保守の真髄――老酔狂で語る文明の紊乱 広島 31
248 沼野　充義 翻訳をめぐる七つの非実践的な断章――奇跡と不可能性の間で センター 31
249 野家　啓一 歴史を哲学する―七日間の集中講義 東京 30
250 野上　弥生子 秋の一日 センター 29
251 野口　武彦 『源氏物語』を江戸から読む 青山学院 30
252 野口　悠紀雄 「超」集中法 成蹊 29
253 野崎　歓 翻訳、このたえざる跳躍 北海道 30
254 野田　研一 世界／自然とのコミュニケーションをめぐって 早稲田 31
255 信原　幸弘 情動の哲学入門　価値・道徳・生きる意味 青山学院 31
256 野矢　茂樹 心という難問――空間・身体・意味 学習院 29
257 野矢　茂樹 心という難問――空間・身体・意味 大阪 30
258 野矢　茂樹 哲学の謎 大阪 30
259 橋本　治 「他人」はどこら辺に、どのようにしているのか？ 立教 29
260 長谷川　四郎 鶴 聖心女子 29
261 長谷川　宏 幸福とは何か 早稲田 31
262 端　信行 都市文化と現代の文化政策――文化アイデンティティの喪失と再生 東洋 30
263 浜田　寿美男 「私」とは何か　ことばと身体の出会い 東洋 29
264 原　研哉 日本のデザイン――美意識がつくる未来 法政 30
265 原　武史 可視化された帝国　近代日本の行幸啓［増補版］ 法政 31
266 原　仁司 前衛としての「探偵小説」 青山学院 29
267 檜垣　立哉 食べることの哲学 北海道 31
268 檜垣　立哉 食べることの哲学 神戸 31
269 久石　譲 久石譲　音楽する日乗 成蹊 29
270 平野　啓一郎 私とはなにか――「個人」から「分人」へ 明治 29
271 平野　啓一郎 消えた蜂蜜 三重 31
272 広津　和郎 徳田秋声論 福岡 31
273 福岡　伸一 トランス・ジャパン、シス・ジャパン　Daisetz SUZUKI 法政 30
274 福岡　伸一 ダ・ヴィンチの蝶　第２回　飛翔研究 北海道 30
275 福澤　諭吉 古書画流行 一橋 31
276 福嶋　聡 〈未来の自分〉と読書 立命館 30
277 福永　真弓 リスク社会における環境倫理学 早稲田 31
278 藤沢　利喜太郎／菊池　大麓 生命保険論／（『生命保険論』の書評） 上智 29
279 藤田　省三 精神史的考察　いくつかの断片に際して 國學院 30
280 藤田　省三 或る歴史的変質の時代 一橋 30
281 藤田　正勝 哲学のヒント 駒澤 31
282 藤野　可織 明暗を支配すること 広島 30
283 藤原　辰史 「食べること」の救出に向けて――『ナチスのキッチン』　あとがきにかえて 早稲田 30
284 藤原　辰史 食べることと考えること 亜細亜 31
285 藤原　克己 菅原道真　詩人の運命／菅家文草 早稲田 29
286 船木　亨 現代思想史入門 早稲田 29
287 船木　亨 現代思想史講義――人間の終焉と近未来社会のゆくえ お茶の水女子 31
288 船木　亨 現代思想史講義――人間の終焉と近未来社会のゆくえ 青山学院 31
289 船木　亨 現代思想史講義――人間の終焉と近未来社会のゆくえ 明治 31
290 古井　由吉 影 京都 30
291 古田　徹也 文化に入り行く哲学―デイヴィドソンの言語哲学の限界をめぐって― 関西 31
292 堀田　善衛 断層 金沢 31
293 堀田　善衛 日本の知識人――民衆と知識人―― 早稲田 31
294 堀江　敏幸 坂を見上げて 明治 31
295 前田　英樹 深さ、記号 立教 30
296 正宗　白鳥 入江のほとり 大阪 30
297 増井　元 辞書の仕事 中京 31
298 益田　勝美 古典とその時代Ⅴ　説話文学と絵巻 早稲田 30
299 増田　みず子 独身病 中京 29
300 又吉　栄喜 カーニバル闘牛大会 立教 30
301 町田　健 言語が生まれるとき・死ぬとき 関西 30
302 松浦　寿輝 波打ち際に生きる 亜細亜 30
303 松浦　寿輝／中島　敦 明治の表象空間／文字禍 成蹊 29
304 松尾　義之 日本語の科学が世界を変える 東京理科 29
305 松岡　慧祐 グーグルマップの社会学　ググられる地図の正体 清泉女子 29
306 松岡　慧祐 グーグルマップの社会学　ググられる地図の正体 同志社 29
307 松木　武彦 美の考古学　古代人は何に魅せられてきたか 聖心女子 29
308 松木　武彦 美の考古学　古代人は何に魅せられてきたか 立命館 29
309 松澤　和宏 生成論の探究 早稲田 29
310 松田　美佐 うわさとは何か 中央 29
311 松村　圭一郎 「アフリカ」が私たちに問いかけるもの 早稲田 31
312 松村　圭一郎 うしろめたさの人類学 近畿 31
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現代文（作者・作品一覧） 問題総覧／問題データベース（平成29-31） 明治書院

No 作者 作品 大学 年度（平成）
313 丸山　圭三郎 言葉とは何か 成城 29
314 三浦　しをん てっぺん信号 三重 30
315 三浦　俊彦 ラッセルのパラドクス―世界を読み換える哲学 岡山 29
316 三浦　雅士 考える身体 神戸 29
317 三木　清 人生論ノート 中京 29
318 三品　和広 経営戦略を問いなおす 東京理科 30
319 水島　治郎 ポピュリズムは「大衆迎合主義」か　見えてくるメディア側のジレンマ 青山学院 30
320 水島　治郎 ポピュリズムとは何か 弘前 30
321 水村　美苗 日本語が亡びるとき――英語の世紀の中で 大阪 31
322 水村　美苗 日本語が亡びるとき――英語の世紀の中で 上智 31
323 三宅　雪嶺（雄二郎） 試験を論じ運命に及ぶ 一橋 30
324 宮沢　賢治 鹿踊りのはじまり 琉球 29
325 三好　行雄 漱石作品事典「道草」 立命館 30
326 六車　由美 介護民俗学へようこそ！ 立命館 29
327 村上　紀子 どうして人は、絵を「かく」ようになるのか―幼児の描画活動を出発点として― 中央 31
328 村上　陽一郎 近代科学を超えて 中央 29
329 目取真　俊 ブラジルおじいの酒 広島 29
330 森　鴎外 じいさんばあさん 熊本 30
331 森　健／日戸　浩之 デジタル資本主義 東京学芸 31
332 森　浩美 家族の見える場所 佛教 31
333 森　炎 刑罰はどのように決まるか　市民感覚との乖離、不公平の原因 中央 31
334 森　政稔 迷走する民主主義 立命館 29
335 森　政稔 迷走する民主主義 早稲田 29
336 森　茉莉 父の底のもの 日本 30
337 森田　良行 日本語をみがく小辞典〈名詞篇〉 法政 29
338 山内　マリコ 八月三十二日がはじまっちゃった 宮城教育 29
339 山川　方夫 ゲバチの花 岡山 30
340 山田　詠美 海の庭 広島 31
341 ラルネット（述）／宮川経輝（訳）／土居通豫（編） 経済新論　第二巻 上智 30
342 吉見俊哉 「文系学部廃止」の衝撃 大阪 29
343 吉見俊哉 観光の誕生 関西 29
344 吉見俊哉 「文系学部廃止」の衝撃 専修 29
345 吉見俊哉 カルチュラル・ターン、文化の政治学へ 防衛 29
346 吉見俊哉 「文系学部廃止」の衝撃 法政 29
347 吉川宏志 風景と実感 金沢 30
348 吉川浩満 人類の起源という考えそのものについて 埼玉 29
349 吉川浩満 理不尽な進化　遺伝子と運のあいだ 日本女子 29
350 吉田秀和 音を言葉でおきかえること 京都 31
351 吉田徹 ポピュリズムにどう向き合う 学習院 29
352 饗庭　孝男 喚起する織物　私小説と日本の心性 上智 29
353 見田　宗介 現代社会はどこに向かうか――高原の見晴らしを切り開くこと 埼玉 31
354 見田　宗介 現代社会はどこに向かうか――高原の見晴らしを切り開くこと 早稲田 31
355 港　千尋 痕跡の科学 防衛 29
356 山口栄一 物理学者の墓を訪ねる　ひらめきの秘密を求めて 高崎経済 30
357 山口昌男 病いの宇宙誌 國學院 29
358 山口裕之 ひとは生命をどのように理解してきたか 成蹊 30
359 山口裕之 「大学改革」という病――学問の自由・財政基盤・競争主義から検証する 一橋 31
360 山崎正和 「インテリ」と知的社会の変貌――アカデミズム・ジャーナリズム・ポピュリズム 立命館 31
361 山崎正和 二十一世紀における〝正義〟とは 関西学院 31
362 山崎亮 豊かな「縮充」社会へ 名古屋 29
363 山室信一 地方（ぢかた）学―「地方（ぢかた）」と「地方（ちほう）」そして「郷土」への眼差し 同志社 31
364 山上浩嗣 パスカル『パンセ』を楽しむ　名句案内40章 大阪 31
365 山折哲雄 悪と日本人 清泉女子 30
366 山鳥重 「わかる」とはどういうことか 日本 29
367 山内朋樹 動いている庭　迂回、すなわち技巧 お茶の水女子 30
368 山本雅男 近代文化の終焉　「人・モノ・情報」を見る眼 早稲田 29
369 山本義隆 近代日本一五〇年――科学技術総力戦体制の破綻 日本女子 31
370 山本芳久 トマス・アクィナス　理性と神秘 立教 31
371 山名淳 都市とアーキテクチャの教育思想　保護と人間形成のあいだ 同志社 29
372 若松英輔 生きる哲学 神奈川 29
373 若松英輔 小説誕生前夜 近畿 29
374 若林幹夫 社会（学）を読む 学習院 31
375 松井　孝典 文明は〈見えない世界〉がつくる 岡山 31
376 村松　剛 死の日本文学史 青山学院 31
377 渡辺京二 義理人情という界域 金沢 29
378 渡辺秀夫 詩歌の森　日本語のイメージ 早稲田 31
379 渡辺靖 〈文化〉を捉え直す――カルチュラル・セキュリティの発想 広島 29
380 渡辺由文 時間と出来事 首都大学東京 29
381 渡邉二郎 現代人のための哲学 日本 30
382 土居　健郎 「甘え」の構造 上智 29
383 湯川秀樹 科学と哲学のつながり 京都 30
384 湯浅誠 反貧困――「すべり台社会」からの脱出 千葉 31
385 藤原　帰一 戦争の条件 信州 30
386 八木絵香 科学的根拠をめぐる苦悩――被害当事者の語りから 早稲田 31
387 米原万里 叱る方も叱られる方も思わず笑ってしまうというのにどうやら効果的な叱り方 広島 31
388 矢内原伊作 京都の庭 立命館 31
389 柳宗悦 工芸文化 関西 29
390 柳田國男 妖怪談義 法政 31
391 有元典文／岡部大介 デザインド・リアリティ――集合的達成の心理学 センター 30
392 鷲田清一 京都の平熱　哲学者の都市案内 東海 29
393 鷲田清一 対話としての読書　「独語的な哲学」ではなく 京都女子 30
394 鷲田清一 「聴く」ことの力――臨床哲学試論 東京女子 31
395 姜　尚中 『斜陽の日本』の賢い安全保障のビジョン 立命館 31
396 帚木　蓬生 百日紅 中京 31
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